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Diabetes mellitus and Risk of Colorectal Cancer Mortality in Japan: The Japan Collaborative 
Cohort Study 
（糖尿病と大腸がんの死亡リスク：日本大規模コホート研究） 
札幌医学雑誌 第 86 巻 第 1 号 平成 30 年 3 月掲載予定 
論文 2 
The Association Between Insulin Resistance, Metabolic Syndrome and Ischemic Heart Disease 
Among Rumoi Residents 
（留萌地域住民におけるインスリン抵抗性、メタボリックシンドロームと虚血性心疾患の
関連性についてのコホート研究） 

















 Japan Collaborative Cohort Study (JACC study)は日本人の生活習慣などと疾患、特
に癌との関連を解明する目的で、全国規模、多中心のコホート研究である。我われは JACC 
study から糖尿病の既往歴について回答した参加者 96,081 名(男性 40,510 人、女性 55,571
人)を抽出し、糖尿病と大腸がん死亡リスクについて分析した。研究対象が問診票を記入
してもらい、問診票に年齢、性別、体重と身長、大腸がんの家族歴、喫煙歴、飲酒歴、運









上昇させる（HR 1.44, 95% CI 1.02-2.04）。性別を分けて分析すると、糖尿病女性群の大
腸がん死亡リスクが非糖尿病群より有意の上昇を認めた（HR 1.74, 95% CI 1.00-3.00）



















































 本研究のメタボリックシンドロームの診断は 2005 日本メタボリックシンドロームの診





 本研究の平均追跡の期間は 6.7 年で、18 名の虚血性心疾患の発病が確認された。年齢と
性別を調整した後、インスリン抵抗性ある群の虚血性心疾患発病のハザード比は 4.58 






















れたので、本研究は HOMA-R 法を利用した。 
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模のコホート研究である。本研究は約 96,000 人を対象として、平均 16.3 年の追跡を行っ
た。多因子調整後、糖尿病が大腸がんの死亡リスクを上昇させることを示唆した。日本で
は、糖尿病と大腸がんの罹患リスクについての研究があるが、糖尿病と大腸がんの死亡リ
スクについて、本研究のような大規模のコホート研究が見当らないので、有意義であると
の評価であった。論文２は、虚血性心疾患の予測因子として、インスリン抵抗性とメタボ
リックシンドロームを比較、分析したコホート研究である。留萌地域住民 404 名を対象と
して、平均 6.7 年の追跡を行った。インスリン抵抗性と高インスリン血症を組み合わせて
虚血性心疾患のリスクを予測するのは良い方法であることを示唆した。本研究は地域に密
着し、研究の結果は臨床診断の参考になるので、有意義であるとの評価であった。 
 論文１と論文２はともに耐糖能異常と疾病発生の関連性を示した有意義な論文であり、
博士号授与に値すると審査委員全員から評価をいただいた。 
 
 
 
